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要旨：和歌山県産コジイ材の乾燥試験を行った。天然乾燥では，初期含水率 110～130％のコジイ板材は 110日で含水

率 20％を下回った。「木材乾燥スケジュール簡易決定法」では内部割れが著しくみられ，人工乾燥温度は比較的低い

温度が要求された。人工乾燥スケジュール試験は乾燥温度を 45～60℃で行った。その結果，生材から含水率 10％を下

回るまでの乾燥時間は 35日を必要とした。今回の試験の範囲では，乾燥時間や乾燥原板品質の観点から，コジイの乾

燥材の生産方法として天然乾燥と人工乾燥を組み合わせることが効率的であると考えられた。 
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Ⅰ はじめに 

近年，建築部材や家具等として活用できる広葉樹原料

確保のため成長速度や強度に比較的優れた早生樹種に対

する注目が集まっている（３）。また，消費者のニーズに

対応した一般的な国産広葉樹等の利用拡大も求められて

いる。これらの需要に対応するためには乾燥技術の高度

化を進める必要があると考えられる。 

現在，和歌山県では備長炭林用のウバメガシ（Quercus 

phillyraeoides）と混交しているシイ類が択伐されている

（６）。シイ類は，県内広葉樹資源の約 20％を占める広

葉樹の主要樹種であり，大径木化も進行しているが，製

材品としては未利用となっている。現在，和歌山県の研

究課題としてコジイ（ツブラジイ：Castanopsis cuspidata）

を家具内装製品として高次加工しようとしている。本共

同研究は，その生産工程に必要不可欠な乾燥加工技術を

確立するために行った。 

 

Ⅱ 方法 

１．試験材 試験材は和歌山県内で伐採された６個体

のコジイである。胸高直径は 20～30ｃｍであった。 

２．材質試験 各樹種の初期含水率，全乾密度を木材

乾燥スケジュール簡易決定法の試験材を用いて測定した。 

３．木材乾燥スケジュ−ル簡易決定法 木材乾燥スケ

ジュール簡易決定法（４）（以下，簡易決定法とする）は，

対象となる樹種の試験材を 103±2℃に保った無風状態

の恒温器内に入れ，一定時間ごとに重量や欠点発生の状

態を観察して乾燥性を評価する方法である。評価項目は，

表面割れ，糸巻き状の変形，内部割れ，含水率 1％にな

るまでの乾燥時間である。試験材は無欠点正板目材とし，

その寸法は幅 100ｍｍ，厚さ 20ｍｍ，長さ 200ｍｍであ

る。ここでは簡易決定法を各個体で行った。 

人工乾燥スケジュールの基となる乾燥初期温度，乾燥

初期乾湿球温度差，乾燥末期温度および推定乾燥時間は

各樹種の簡易決定法の評価結果から選択した。この時，

温度は低い方，乾湿球温度差は小さい方を選択した。こ

の理由は，人工乾燥試験において，できるだけ欠点を発

生させないようにするためである。 

４.人工乾燥試験 人工乾燥試験は森林総研内の蒸気

加熱乾燥装置で行った。人工乾燥スケジュールは簡易決

定法によって作成し，文献（５）に掲載されている乾燥

スケジュールも参考にして改良した。試験材は各個体か

ら作成した 24 枚で,寸法は幅 135～145ｍｍ，厚さ 30ｍ



 － 132 －  

ｍ，長さ 1100ｍｍとした。両木口はシールをした。 

５.天然乾燥試験 天然乾燥試験は和歌山県林業試験

場構内で，屋根のある直射日光の当たらないところで行

った。試験材は各個体から作成した16枚で,寸法は幅140

ｍｍ，厚さ 30ｍｍ，長さ 1000ｍｍとした。片方の木口は

シールをした。 

 

Ⅲ 結果と考察 

１．密度，収縮率 試験材の平均初期含水率,は 132％

（n=24），平均全乾密度は 0.54g/cm3であった。これらの

初期含水率，全乾密度は従来の一般的な文献数値（１）

の範囲であった。 

２．木材乾燥スケジュール簡易決定法 表-１は簡易

決定法から得られた評価値である。過去に評価された広

葉樹（２）と比較するとコジイの乾燥は相対的に難しい

という評価であった。この結果から導き出された乾燥ス

ケジュールの数値と実務的な文献値（５）を照らし合わ

せて乾燥スケジュールを作成した。 

３. 人工乾燥試験 人工乾燥試験は表-１の人工乾

燥スケジュールに則って試験材の含水率の低下に合わせ

て温湿度を換える含水率スケジュール法で行った。乾燥

スケジュールは乾球温度と湿球温度として図-１に示し

た。図-１の代表的な個体（初期含水率 110～120％）は,

乾燥曲線から見られるように,35 日で平均含水率 8.1％

（標準偏差 0.8％）となった。最終的に，品質を大きく

損なう割れ等の欠点はなかった。 

４．天然乾燥試験 図-２に天然乾燥の含水率低下曲

線を示した。天然乾燥は 2017 

年５月から始めた。平均初期含水率 123％（標準偏差

6.9％）は 110日で平均含水率 15.4％（標準偏差 0.8％）

となった。30日経過した時点で含水率低下速度は鈍った

が，これは梅雨時期という高湿度状態の影響と考えられ

た。品質を大きく損なう割れ等の欠点はなかった。 

 

Ⅳ まとめ 

「簡易決定法」の試験結果では内部割れが著しくみら

れ，過去の文献と照らし合わせて,人工乾燥温度は 45～

60℃という比較的低い温度とした。 

人工乾燥試験の結果，初期含水率 110～130％のコジイ

板材は生材から含水率 10％を下回るまで 35 日を必要と

した。一方，天然乾燥試験の結果，初期含水率 110～130％

のコジイ板材は含水率20％を下回るまでに110日を要し

た。いずれの試験でも大きな割れや狂いはなかった。 

今回のコジイ板材の乾燥試験の範囲では，乾燥日数や

乾燥材品質の観点から，天然乾燥と人工乾燥を組み合わ

せることが効率的な乾燥処理方法と考えられた。 
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図-１．コジイ板材の人工乾燥経過 
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損傷の種類と評価段階

個体番号
初期含水率

損傷の評価判定

表-１．木材乾燥スケジュール簡易決定法の結果 

図-２．コジイ板材の天然乾燥経過 


